
論　説

ことわざに於ける「敬鬼神而遠之jの

朝鮮的解釈の考察

金 敬　雄

一、はじめに

　をス総（ソンゼェソン〉編集の1辛諺繋舟窟ぞ祥嶺（我が匿語ことわざ大

辞鋤（i｝では繕聾縄言縄魍看舜．頁鬼神も敬してあげれ鼠遠

ざかっていく）ということわざを挙げ、それの鐵典毒耀論議のゼ敬鬼神砺遠

之まであると寵してある。

　ゼ輪講の雍艦篇に次のようなこと炉記載されている。

　　　焚濯縫知．子諺、務民之義、敬鬼神爾遠之、再調無妻。

　この部分について、古濫系統のものである傭婁の集解では次のように解験し

ている。

　　　包黛、敬鬼神薦不駿。

　そして、郷鋳の疏では次のように解験している。

　　　麗義欝、既章霧仁無智稽毯。焚蓬闘知者、弟子焚須幾於孔子、簿為璽謂

　　之知。子霞、・務民之義．敬鬼神嚢遠之、再調知突者、孔子答其為知毯。言

　　鴬務漸以化道蔑之義、蒸散鬼神薦i簾遠之、不褻類。龍行魏銚、可謂知莫。

　新潅では朱子は次のように程子の解叡を弗・ている。

　　　程子§、人多儀鬼神、惑毯。藤不儘者、又不罷敬。能敬籠遠、再調知奥。
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行政歓会譲葉　第欝巻　第違号

また、中蟻朝鰭の思弁哲学者栗谷は次のように諺解を施している。

鬼騨｛｝　敬呈　嘩癖首唱　百司　知ε｝擁嚢　癖鷲碑・

（鬼神を敬して遠くにすれば、知と》、うものを身に備えることができる。／

　これらいずれの解萩に於いても人周が鬼神を敬する主体であ甑購時に遠ざ

ける主体でもある。人聞が鬼神を敬してあげれば、鬼神が§ら遠ざかっていく

ような内容は見あたらない。邸ち、ゼ論語邊の中の「敬鬼神礁遠之達について

の従来の解萩と韓難のことわざに於ける解萩とは異なるのである。

　上のことわざと類似するものとして、畿｝牙鱗　書聖　薯磯禅譲董（韓羅のこ

とわざ罵倒辞典）鋤、験｝辞書縫　蕪薯禅譲遺（韓鋒ことわざ活驚辞典）｛3㌧『朝

漢成語諺語講典誰紛などには共に燐縫三　璽望　暑セ珠」（鬼神もお額いす

れば闘いてくれる）ということわざが載っている。そのほか、騒｝牙鱗　書聖

甚講祥礪（韓国のことわざ罵倒辞典〉にはギ囁継三　肇望　暑聾翌尋．」（鬼

神もお顯いすればや吟直す〉ということわざもある。この二つのことわざには、

表現の違いは若干あるものの、鬼神ぶ大鹿の新顯を受け入れてくれるものだと

いう認識に於いては、上に挙げたことわざ購縫三号層毒縫　望講　を舜．≦

　（鬼神も敬してあげれば、遠ざかっていく〉とまったく講じである。

二、朝鮮に於ける鬼神への姿勢

　東アジアに於いて、現在も鬼神に関する議論が葬常に多い。朝癬の鬼神に絶

しての議論も今まで多かった、しかし、私はここでそういう鬼神論を譲じる

のではなく、むしろ韓癬では民族的に鬼神をどのようなものとして縫え、鬼神

に薄してどのようなスタンスを持っていたかを考察してみたい・

　朝難のことわざ繕壌王　暑馨舜電　電着　をむ｝．ま（鬼神も敬してあげれば、

遠ざかっていく〉の繊典撚ゼ論語虐だとされているが、どうして中震に於ける

従来の解毅及び栗谷の諺解などとは異なる意練で受容されたのだろうか。
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ことわざに於ける「敬鬼神薦遠之雲の輯癬的解毅の考察（金敬雄〉

　このことを朝鮮に於ける伝統的な鬼神観という文化的灘懸から考えてみたい。

　ゼ後漢書妻八十五爽落第七十五の三韓の条に当時の朝韓について次のような

記録がある。

　常に五月に霞殖えが終わると鬼神を祭る。一睡中瀬会を行い、大勢集まっ

て畿舞をする。舞うと数十人痒い、地を踏んで拍子を取る。十肩に農事が終

わると、又懸じことを行う。諸蟹琶において、一人を以て天神を祭箏、天嚢

と号し、また蘇塗を立てる。大本を立てて鈴鼓を懸け、鬼神に事える。（5）

　ここで言っている鬼神は一体いかなるものかはっき参しない撰、少なくとも

軽鮮藩こは三極：紀頃にすでに鬼神を祭る習機麟あったことが窺える。

　鬼神を祭る風習は、仏教王朝である高麗においても、また儒教を建醗理念に

していた李覇においても、墜俗揺簿の形で継承されてきた。

　罪以欽氏は韓羅の罠族宗教について次のように逮べている。

　盤雰的な宗教の外に、韓霞歓会において墨俗ないしシャーマニズムとい

ったような先史宗教から鰺轡：紀の緬纏観の激変幾以後に現れた数多くの民

族宗教までが共存している。爾

　このことは、輻難では、外来文亀を受容していると瞬時に、慮漢族の伝統文

化も根強く継承していることを意狭している。

　朝癬にはさまざまな鬼神観があるが、本稿では大腿に病気や災いなどをもた

らす主体を鬼神とする罠闘に於ける鬼神観を考察し、それが朝舞のことわざに

於けるF敬鬼神藏遠之茎の解織とどう麗わるかを考えてみたい．

　　（一／　『玉石遺事盤に於謬る鬼神の搬い方

　紅三蟹遺事遺は高麗の禅麟一然撰著したもので、歪更ゼ三国望記遜と共に輔

鮭に現存する最吉の野史である．ζ三羅遺事壽に駿録してあるものの多くは逸

事か、あるいは伝説的、伝奇的、説話的なものである．まずその中から『擁花
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女　鼻擬躯ま及び唾容郎　望海寺」を取吟あげてみたい・

　　　　i．椀花女　鼻翻郎㊥

　第二十五代、舎輪王の譲号は真智大王で、姓は金氏、紀は起鳥公の娘、

無刀夫人である。大建（練の宣帝の年号／八年丙申（玉七六年）に鄭位し

た1志摩には、十一年己亥となっているが聞違いであるL麗を治めるこ

と麟年セ、政治ぶはなはだしく鼠れ’たために、国の人が王をやめさせてし

まった。

　これよ箏先、沙梁部に葺姓の女ぶいた。姿かたちがあでやかに美しかっ

たので、当時の人びとは猿女を雛花嬢と呼んでいた。王がこれを闘いて、

宮中に醇び寄せてから、犯そうとすると、女が震うにはヂ女が守らなけれ

ばならないことは、二人の夫に建えないことでございます。夫ぷあるにも

かかわらず、纏の人に身を任せるようなことは、たとえ万乗の君の威厳を

もってしてもできないことであ吟ます。塞王力瞬お前を殺したらどうする

か」というと、女は誓たとえ殺されて、さらし首になってもかまいません」。

王ぶ戯れて「夫がいなければよいのか」と誓うと「それならかまいません」

と女嚇答えたので、王は許して帰してやった。この年、王は廃鉱させられ、

蒙た量を去ったが、その後三年立って、破女の夫も亡くなった。

　（夫解死んでから〉十貸たった臼の夜中に、王漢生きていたときと購じ

ように、ひょっこり女の部屋に現れて、夢そなた潜以麟、承知したとお鰍

今はそなたの夫もいなくなったのだから、（私と寝ても〉いいだろう」と

言うのであった。女は軽々しく返事できなかったので、このことを講義に

闘いてみると、注機のお霞葉にどうして逆らえようか」と需って、嬢を

その鶴屋に入らせた。七濤鵜、王にお仕えして留まっているあいだ、いつ

も五色の雲が渥橿をおおい、香気が部屋いっぱいに満ちていた麟、七馨後

ふいに王の姿が消えてしまった。女はそれから身ごもった。月が満ちて生

ま為ようとするとき、天と地とが揺れ動き、や潜て一人の男の子嚇生まれ
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ことわざに於ける軒数竃神蕎遠之達の覇鮭的解萩の考察（金敷雛〉

た。名前を鼻癖（鬼神〉とつけた．　一。｛8｝

　この勅語の中で、銚花娘の講親は、死んで鬼神となった王を生前講権に王と

して擾っている潜、これ’は難ち鬼神に繋する尊敬行為なのである。そして、こ

れに薄して．鬼神である王様解官ら構えてしまう。そればか穆か、このことで、

めでたく男の子が生まれ、後にこの子が鬼神たちを操って橋をかけた駄敢治

まで勝診たりするぐらいである．最後には、この子を激った詩を賠って郷蒐を

追い払う穣：習までできる．

　この勅語には鬼神に薄して敬してやると、鬼神は容ら消えていくという鬼神

観が現れている。

　　　　2．庭客部　望海寺

　第難十九代、憲簾大王の時代には、京藻から海の入麟こ至るまで、家と

塀とがあい連なり、藁ぶきの家は一戦もなく、道には笛の音、歌の声嚇絶

えることがなく、風と雨解露季を通じて順調であった．

　そのころ大王が、麗雲溝£鶴城の醒薦にあ鯵、今の蔚州である嚢今の慶

尚薄道蔚磯聾こ遊んでから、帰る途中、昼になったので鱒辺で休んでいる

と、にわかに雲と霧撚立ちこめて道さえ見わけられないほどになった・怪

しんで左右のものに臨くと、疑嘗（観象庁の役人〉麟罫これは東海の竜の仕

業であるから、なにかよいことをしてこれを解くべきであ滲ます並と申し

あげた。そこで握当の役人に命じ、竜のために近湧に寺を建てるようにさ

せた。王の命令が下吟ると．雲は晴れ霧が敬った。それでそこを騰雲浦と

名づけた．東海の竜が喜んで子僕七人を従えて王の前に現れ、徳をたたえ

ながら舞い、音楽を奏でた。そのうちの一人の子僕は王につれられて翻に

のぼ静、敢事を補佐した。名前を麺容と書つた。王は美しい女を彼に婆ら

せて留めおき、級干の職を与えた。

　披の妻麟あまむにも美しかったので、疫病神撰痴れこみ、人の姿に化け

5



行政縫会論集　第欝巻　第4号

て、夜その家に行きこっそり共寝をした。麺容が外から家に戻ってきて、

寝室に二人が寝ているのを見ると、歌を激いながら舞いを舞い、そこから

畠て行った。その歌はつぎのとお蓼である。

　　　　　みやこ、月の瞬き夜、遊びて、夜ふけ帰れば、

　　　　　わが寝室、内に脚よつ、

　　　　　ふたつは、女房の、残箏ふたつは、誰がもの、

　　　　　もとわれのものとて、盗られては、はて術もなし。

　その時、（疫〉神がもとの姿を現して前に撞いていうには、薪私は公の妻

に恋慕していま過ちを凝してしまいました・だがあなたは怒ろうとしない。

あ鯵麟たく見あげたことでございます。誓って今後は、貴公の姿を描いた

ものさえ見れば、決してその門の中には入滲ません。まこのことがあって

から、国の人びとは甦容の姿の絵を門に貼って、郷鬼を追い払い．幸運を

違iえいれるようになった．

　王が東灘に帰られてから、霊鷲山（今の慶尚薄遵の蔚鐵〉の東の麓の景

色のいい地辮を採んで寺を建て、（寺名を）望海寺または新霧寺とつけた。

これは竜のために建てたものである。……．織

　この説謡の中で竜は、超人聞納で、また超嚢然的な縫方の持ち主として登場

する．朝癬では、早くからトーテムの、懸想があり、韓癬の麗石神とされている

橿書も熊と入閣の闘で生まれた存在である。瞬じ蓼三国逡事涯の中に『水驚夫

人ま｛轡という説話があるが、この中でも龍が登場する。水鋒夫人が海辺のある

亭子で昼食を取っていたら、海の龍が畿てきて、夫人をさらって海の中に入っ

てしまう．それで、ある老人が叢った遠郷こ、その地方の人たちを呼び集めて、

歎を敵いながら、棒で岸を瞬いたら、龍ぶ夷人を捧げてきてさしだしてくれた

という話である駐

　徐建鑓氏は著書ぎ韓露のシャーマニズム遜の中で次のように震う。

シャーマニズムにおける神の序爽を大興すれば、天神・識神・竜神の頭
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ことわざに於ける算敬鬼神薦遠之」の轄鱗的解萩の考察（金敬錐〉

位になるであろう。そして一番下位の神賦瞬纒などの人神である・シャ

ーマニズムの神観は垂直的であるから、宇憲的だといえよう。天神・山神・

竜神の中で、具棒性のあるものは識神の紀神という虎である。｛覇

　簿ち、輯難のシャーマニズムに於いては竜神の存在が認められているのであ

る．r望海寺窪．　匿承驚夫人雄の申では龍は災いをもたらす役として登場してく

る。その龍に嬉して罫望海寺淫ではお寺を建立し、r水霧夷人≦では大勢の入

撰激を歌いなぶら，捧で岸を瞬くと、龍が人聞の顯いを貯えてくれる。

　また．r麗容鄭重では、麗容麟誰か露分の妻と寝ているところを見て、怒る

どころか、激を敷い、舞を舞いながらその場を離れて行くと、疫神湊嚢らお詫

びをして、二度と虚容の前にその姿を現さないと誓って潤えていく。厳容の行

為について威澤勝氏はF確容歌謡の持っている激の醗力を強請し、魔力儀簿の

角度から縫えている。鴎一方、孫晋泰氏は縫容の行為について次のように講じ

ている。

　禅漢人を麗すと害うのは、人が神の憑依によって病気に懸かるようにな

ると言う意陳である。美妻を凝したと害うから、我々は凝す者の神的存在

を忘れて、いきなり控的な交接でそれを直感してしまうが・神が人妻を牲

的に狸すはずがないから、この縁鶏という字は疫神ぶ麗容の妻に憑依し

て、病をもたらしたというふうに解験したほうが妥当なのである。邸ち、

藏豊容は破の妻が疫病にかかったので、疫神に歌舞祷祷をした。これ潜この

説話である。（欝

　孫晋泰氏はこの説話に現れる疫神の行為が病気をもたらしたことであ甑麗

容の獣舞は疫神に嬉する祈祷であると論じている。本論考では孫讐泰氏の説に

賛請し、麗容の歌舞を疫神に慰する敬的な行為として縫えている。そして、こ

の敬的な行為によって疫神ぶお詫びして遠ざかっていく結果を得たことに注馨

しておきたい。
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　以上は、ζ三醗遺事葦の説話を通して人間に病気をもたらすと思われる疫神、

または、人聞に災いなどをもたらしてくると思われる贈象に薄して、覇癬では

どのような行動を取っていたかを見てきた。

　　（二〉　李氏朝癬の場合

　ところで、儒教を露の基本的な理念にしていた李朝では、鬼神をどのように

撮ったのだろうか。

　朴桂弘氏は李朝に於ける墨俗繕｛瑞こつ》、て次のように述べている。

　李朝社会では儒教を崇拝することが最高の生活であるという観念解上下

に満ちていたから、最小醸、表面的には聖俗を淫掩だと決めつけて、度外

観するような態度を取らざるを得なかった。しかし、その内面においては、

近撞の人々の中には中糧：の人々に負けないほど墨俗信締思想が残っていた

こと解分かる。〔エ4｝

　李朝は儒教を建麗の鍵念にし、中国文化への崇拝志癖が葬常に強かった。し

かし、歓会の根底には伝統的な文化が依然として存在し、時には国王までそれ

を表に持ち墨すほど、社会に影響力があったのである。

　「英和実録まには次のような記録解ある。

　英糧が食卓でこんなことを叢った。「大体罠閥では病気になるとすぐ趣

堂を曄んだ鬱するが、それは役に立たず、実は薬だけがほんとうに熱乗越

あるのである。雄｛聯

　この記録から、李覇時代に民購に於いて聖俗総締溺流行っていたこと瀞窺え

るし、また病気を鬼神と関連づける様子も窺えるのである．

　次は、更に『李朝実録垂を通して、当時の鬼神観を考察してみたい．

　喧鰻実録≦にはこのように記録されている。
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ことわざに於ける匿敬鬼縛砺遠之茎の轄鮭醜解毅の考察（金敬雄〉

　騰透司から次のような提議があった。

　罫都の中には、戦裁と餓餓で死んだ入撰数え切れないほどである。欝気

解重く滞って、伝染病が発生した。近ごろ、疑問ではそのために死んだ人

が葬常に多い。礼曹に命じて城外に壇をいくつか作って、祭を行って怨み

を持って死んだ人の霊を慰めて、重く滞っている気を発数させることが適

当のようである．」

　宣橿はこれを受け入れた。｛職

　ここで、明らかに伝染病の原霞を欝気が重く滞っているからだとしている。

そして、その退治措置としてはわざわざ壇を搾り、霊祭を行うことを薦めてい

るが、窒視解それを受け入れたところがら、この時代に、朝莚内においてもこ

うレ・つた鬼神観ぶあったことぶ分かる。

　ヂ顕宗実録」には、次のように記録されている。

　これに該惑する宮窪に命じて、都の靴の方に祭壕を作甑祭を受けられ

ないあらゆる地域の鬼神たちも祭るようにすると隅時に、当該地域の城纏

神に鬼神たちを集めさせ、この祭を握当させた。お前ら鬼神たちは仲間を

呼んだり、友達を連れてきた警して、これらのご馳走を食べよ。災害を起

こした善、趣気を損害した隣するようなことはしてはならない云々。（驚

　これは顕宗が祭掩を命じ、祭掘文について魯つた話である．この祭柁文には

鬼神を祭る霞的鱒実に明らかに患ている。それは鬼神にこれからは災害を起こ

さないことを願うためである。つま管災害を起こした吟、秘気を損害した吟ず

るのは鬼神の仕業だと縫えられているのである。人々麟鬼神に射してこういう

行為を取るのは、鬼神を敬すれば、鬼神は末羅の顯いを弱いて退散してくれる

と鱈じていたからに外ならない、

　ギ英橿実録まにはまた次のような記録がある。

各遂に命じて、伝染病に嬉する祭滲をあまねく行うようにした。その時

9



行政縫会議集　第欝巻　第護弩

伝染病が流行り、あちこちで人が縫えず死んでいた。特に嶺講，嶺東、

関詫がたいへんひどく、民家の七、八割が空だったと覆われている．餓

　ここでははっき吟とヂ鬼神まとは書っていないが、伝染病を退治する手段と

して、祭るという儀式を行っていたことから、伝染病の死体を鬼神として認識

していたことが窺える．祭るということはその繋象物にご馳逢を捧げたり祈纈

することだから、それ溺敬の行為として捉えられるのである。すなわち伝染病

を止めるために、伝染病の正体である鬼神に敬をはらい、鬼神に遠ざかっても

らおうとしたものと考えられる。

　　（三〉　近代の祭麗に於ける鬼神

　昭秘霞年、標識智瀬氏が輕癬総督癖の薦託で、韓舞文化の醗究資料として調

査したものをまとめて本にしたのが『朝癬の鬼神垂である．

　匡朝鮮の鬼神蚕の第二編藤鬼編では防鬼退蒐の方法として十覧種類も挙げて

あるが、ここでは主にその申のr傑物法まと薪恭額法まに漉§してみたい。

　まず、「供韓油については、喉勃法は鬼神に飲食勅乃至衣騒等のものを餐

供して、鬼神の潮害を免れむとする方法である。」｛鋤と定義してある。この

唯物法まに属するものをこの本では、各地で風習として伝わっている擁を55

項蔭と、新聞紅載せられた記事及び調査から得た実擁を9項嚢を挙げている。

その中からいくつか挙げてみると、次の通暁である、

　　　1、急に腹痛、頭痛等起絵たる時は（これ客鬼と称する鬼神の齎為なる

　　　　が故に〉粥を焚き圏外に棄つれば全治す。／（忠清詑道場辮地方〉

　　　2．亙擁牽五醸餅を作薄墨瀬界にある木に黄、臼、歩等の薦片を結びつ

　　　　け、餅を供へて断念せば、家内一年中病魔に襲はるることなし。／

　　　　（患濤地方／

　　　3、風牙羅は羅方の神を呼びながら飯を鍛けば全快す。／（慶遜詫遵地方

　　　　現行〉

一欝一



ことわざに於ける「敬鬼神薦遠之」の朝難的解萩の考察（金敷雛／

　　　4．痙癒は青竹にて馬を作む其上に飲食勃を乗せ、之を村の蟻へ瞬鐵し

　　　　送驚宴を催せば全治す。／（全羅商道地方聡行〉

　　　5．天然痘にて死むしたる者は天命なるが故に其の死体を直ちに埋葬す

　　　　れ、ば其の家に該患者続発す、之を遷iけんとせば其の死体を天に奉る意

　　　　喋にて三瞬醤閥樹に墨し置き後埋葬すれば後患なし。／（寒畿道地方

　　　　現行／

　次に、「無類法」というのは、「これ、は鬼神を尊敬し、鬼神に依頼し乃至鬼神

の意に添ふべく謹績する等、奪ら恭罎の態度、恭敬の慧を表する事に依って鬼

神の燐みを哀乞し以てその呉羅を免れむとする方法である・ま伽）

　郵恭纈法∫に羅するものは、各地で風習として伝わっているものを25項欝を

挙げている．次はその中の魑をいくつか挙げてみることにする。

　　　6．痘癒は神の授くる悪病なれば、鍵の病気流行の辮ま良神に祈祷を為

　　　　せば決して羅病することなく、量つ羅病者は忽ちに全治するものな験

　　　　とて辮祷をなす。／（黄海〉

　　　7．病人続発する時は家族の一人、深夜飽人の知れざる様窃に身体を冷

　　　　水にて清め、虫に登吟て藤に治癒を祷ること一遍懲戒は二週間継続す

　　　　るときは其の痴病治癒す。／（慶1薯〉

　　　8．コレラ病流行の諜、十字跨に於いて犬を殺し遵神をまつる時は其部

　　　　落に該病発生せず。／（江原）

　　　9．病気は一遍簡辮祷をなせば全治す。／（平薦／

　　　欝．家中に誰れか病気に罹む、或は講事か失敗することあるときは、神

　　　　様の侵害する（崇る〉ものな撃とて墨女等をして三猿嚢聞、豚を殺し

　　　　て馳走を作り、歌舞音藤を以て衙祷を為せば全治すと。／（平詑／

　上に挙げた罵鱗で分かるようにギ供物法」では、主に飲食物等を鬼神に捧げ

ているのに賭して、拒恭顧法」では、簿か物を捧げているが、どちらかと害う

と、むをこめてお顯いをする点が特徴になっている。このことは・罵倒の中に

　罫斎祷茎という書葉湊頻繁に使われているところがらも窺うことができる。し

一玉茎一
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かし、r供勃法」にしても、罫恭顯法主にしても、その本質的なところは変わ静

がない。

　これらの調査資料から次のような共通点を窺うこと溺できる。／碁病気の予防

及び治療方法であること。②繕らかの形で鬼神に敬意を表すこと。（31そのこと

によって病気が治る（露ち鬼神嬢退散する〉こと。

　蹄ち朝鰭では病気の原鎧は鬼神の仕業だと考えている．そして、そういう鬼

神に薄して、人聞解禁分のカで退治するのではなく、それに恭類することで、

鬼神に自ら遠ざかっていくことを顯っているわけである．

　この調査資料を通して、敬鬼神の風習が燭地的な現象ではなく、患清詑道、

黄海道、慶灘南遵、慶講説遵、全羅南遂、江原道、京畿道、平安詑道、平安商

道というふうに実に広い範麗で行われていたことが分かる、そして、これらの

風蟹が調査を行った年代に於いて現行していた鰹解数多くあるということは、

こういう懸習赫少なくとも今量紀の2む年代頃に於いてもまだ横強く生きていた

ことを意味しているのである。

び結　　
ヤ三

　以上の考察を通して、朝癬では鬼神を敬する醗習が民間揺捧の重要な内容と

して次から次へと根強く伝えら為てきたことが分かる。その申から次のような

特徴を知ることができる。

　i．病気をはじめ、入隅歓会に趨こっている災いを鬼神の建業だとすること。

　2．箆棒は敬してやれば、人聡の顯いを畦えてくれると鱈じていること・

　民鷺繕郷の一つである巫俗の重要な機能の一つ麟治病することである。聖俗

が今目まで民策生活の根底に存続しているのは軽羅に於ける以上のような鬼神

観と深い§§わ参があるものと思われる．病気を鬼神の仕業だと認識することが、

直接的に鬼神への掻い方に影響を与えている。人々は鬼神がもたらしている災

害から救われるために、鬼神を敬し、鬼神を祭るのである。

　　　　　　　　　　　　　　　一i2一



ことわざに於ける罫敬鬼縛薇遠之まの朝鰭的解毅の考察（金敬雄）

　秋葉隆氏や依露千吾子氏鱒すでに捲締しているように、｛鋤報癬では縫会、文

化が二重構造になっていた。軽羅では上流躇矯に於いて、中閣文化を崇拝する

志晦ぶ強かったため、善誘表現もまったく漢文であった。一方嶽民露雇に於い

ては伝統的な民族露有の露語が使われていた．特にことわざは上流躇縷からは

軽蔑される繋象になっていた．即ち、ことわざはもっぱら簸疑の文化として発

展してきたものである．そのため、上流霧響ではr敬鬼神薦遠之達の解毅を従

来の中醗の解毅を踏襲したにもかかわらず、庶蔑曙爆では上で見てきたような

伝統的な鬼神観が根強く存続したため、その伝統的な鬼神観と権反する意殊の

置数鬼神薦遠之まを受容する課、それを霞分たちの霞有の観念に合う形にして

しまい、その結果、露論語遷の中のr敬鬼神爾遠之董騨朝難のことわざでは

r講習三　署層群望　望瞬　着癖．」（鬼神も敬してあげれば、遠ざかっていく〉

に変容されたものと考えられる。

注：

（難　舎講盤　繋音　　ぎ皐瞬縫合懸ぞ喜連薯（エ舞砦讐吉祥　欝93．8．2駐。その序に

　よると、本辞典に載録されていることわざは著者が25年賜の年篶をかけて、年

　輩の方々との鰐談をはむめ、新鹿、雑誌、敬送など広い範翼から集めたもので

　ある。また以下の書勃を参考にしたことも記している。

　　金患樺・方鏡録編『俗談大鷲典馨朝光被　欝菊年

　　高楼亨謬郵朝鍵盤諺集茎資韓書房　i鍵4年

　　李基文編ζ総談辞典ま罠衆書館　珍鐘年

　　講書書聖ゼキ磯祥磁磨聾層　鴛72年

　　李一善続ぎ韓羅総談集遷磯文堂　欝73年

（21磨ぞ獲麟音　睡母輔蕪｝甚嘱λ後葉磯聾袴1993．3蕊

（3》磨三肇難聴　瞳翠総毒｝甚λ｝磯重｝音。｝ヲ｝磯燐ig93・§・5

紛　難外貿易大学蘂難語教癖霊夢朝漢威語諺語講典轟轟務薄書館　鯵86．鎗

鱗　匿後漢書雲八十亙講簿巻七十五東夷鯵・三韓条：「常以玉無醸寛祭鬼神、寒夜

　漕会、群聚激舞、舞韓数十大槽髄、露地為籔、十月農豹畢、藤復麹之。誇国邑

一i3一
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　各以一人主祭天神、暑為天意．文豆蘇塗、建大木以懸鈴鼓、事鬼神。

麟　考以鋲郵韓灘宗教癖究垂拳i（集文堂　欝撲．8．懇〉P．2635鍵暴宗教量　ol

　鯛麺皐瞬λ｝鄭窪亜修繕ス1λ減擁｛｝3｝惹岳。建纏先史宗教購

　補導磯　欝襯71禦　7｝ヌ1豊鱗　靖壌71　01幸嘆　峠纏縫　串　鴇畠　畏族宗教

　暑ol　号萎鯖エ　簾舞、注

鱗　馨本誌訳は一然薯・金思嬢讃1三露遺事垂（六典鐵版　隠秘55ま乞欝）によっ

　ている。以下濾省略する。

／81ゼ三蟹逡事書巻第一　紀異第一「桃花女　鼻銅鑼」二第二十五舎輪王。詮真智

　大王。姓金氏、妃蓮鳥公之女、無刀夫人．大建八年丙申露盤。［古本云十一年澄

　亥。誤奥3。御覆羅年。政蕊荒淫。蟹入廃之。前鏡、沙梁蕊之痴女、姿容艶美。

　時弩銚花鰹。王聞薦召致宮中。欲幸之。女蓉、女之翫守、不事二夫。蒋央薦適

　飽、錐万乗之威、終不奪胞。王嚢、殺之韓．女給、寧転子毒、有額擁纏。釜藏

　臼、無則可乎。羅可。王赦蕪遣之。是年王見廃薦崩。後三年其実毒死。液匂忽

　夜串、正麩平著、薬於女霧鐘、汝昔有諾。今無汝夫、可乎．女不軽諾。告於父

　母．父無段、書王之教、擁以遊之．以莫女人於房。留簿七醸。鴬有藍色雲霧量。

　香気満室。七馨後忽然無製。女露蒲有媛。月満将産。天地振動。産得一男。名

　目鼻粥。……q

麟　『三麟遺事套巻第二　紀異第二「趨容鑛　望海寺j　l第露十九、憲康大王之代、

　霞京締至於海内．鍵屋連壕、無一葦屋。笙激不絶避驚。騰雨請於獲時。於是大

　王遊聡雲浦．玉将還駕．叢激於河辺。忽雲霧冥漿。迷失道露。羅閥左姦。臼宮

　奏云。難東海龍蕗攣虚。宣行勝事以解之。於是勅有韓、為龍講彿寺近籠。施令

　巳鎧。雲騰霧緻。獲名鵜雲浦．東海龍毒。乃率七子現於駕蔚。讃徳献舞奏楽。

　其一子髄駕入京、韓盤釜敷。名8癒容。王以美女妻之。欲留真意。又購緞子職。

　其妻甚美．疫神欽慕之．攣為人．覆蓋藁家．霧輿之宿。濃容嚢外至藁家。晃寝

　有二人．乃曝激葎舞薦退。獣韓。東京瞬其焉良夜入撰遊行如再入農沙寝奥晃昆

　榔鳥撃懸是良羅二騰隠吾下於電吉二鰐隠誰支下馬吉本奥吾下是政雛馬於隠奪叱良

　乙簿如為饗古。時神現形、雛於煎8、吾羨公之妻，今麗之奥．公不晃怒。感羅

　美之。誓今已後、晃叢公之形容、不入莫霧実。霞鍵、露人懸緒庭容之形．以欝

　郷進慶。玉簾還。乃卜霊鷲藤東麓勝地麗寺。絶望海寺、姦名新湧寺．乃総籬薦

　置胞。……。

麟　　匿三国選事選巻第二　紀異第二f水鶏夫人董：髪得王代、純貞公澄江陵太守
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ことわざに於けるヂ敬鬼神蕪遠之まの朝鮮的解萩の考察（金敷錐〉

　〔今漢辮3行次海汀蓋膳．鋳布石瞳．類屏臨海。轟千丈。上窩鑛鑛花盛雛。公

　之夫人水露見之．講左膚濤、訴花黙考莫誰．綴音鼠舞人鋳瞬到。皆辞不能。

　鰺春老翁牽馨牛薦選考。薦夫人書癖其花。亦作歌獣之。其翁不知鋳許人毯。便

　行二騒程．又有臨海亭。叢膳次、海龍忽撹夫人入溝。公顛製鶯縫。誕無断鐵。

　又有一老人。告欝、故人有霞、衆縫鏤金。今海率籔盤。鋳不畏衆欝乎。宜進饗

　内見。搾歌曝之．以較誓岸。麟可見夫人奥。公鍵之。龍奉爽人鐡海獣之。公周

　央人海中事．欝、七賓宮殿、勝縷言滑香潔、罪人潤煙火。銚夫人衣嚢異香。葬

　量瓶縫．水鶏姿容縫代。毎経遜深蜜大澤。屡被神勅擦撹。衆人曝海獣講霧、亀

　乎亀手鐵水霧、掠人欝女雛擁極、汝蓑携遂不縷獣、入網捕掠懸之喫。老人献花

　獣β、紫窃艦乎邊希執音撃手母隼敏教遣吾鰐不職漸懇轡賎等化鰐新叱百獣乎遷

　音麹．

麟　徐廷簸著ζ韓蟹のシャーマニズム誰（講麟麩　欝8畿4ま5〉騨53

鰺　訟島隆裕、威澤勝、松露弘、渡辺治著『東アジア思想史違杉鐵書店　昭趣57．

　4、玉（嚢．87を参，照〉

綴　ゼ新盤漣第3巻第i号（萩生縫東城曙融遼．葺臥葺

　　榊olλ｝慧書髭襲爵ゼ　葵薯　λ建｝ol　紳禦　懸贈呈　霞孟糾　病苦　艇

　嚥塁舜董　意駿61燐．　美妻暑　髭舜噴尋聾皇蕊　辛毒悪　麓爺　者鐘　騨的存

　観音忠節建蛙蝋性麟交接立呈ユ雑嚢簾越凝極ス鱗セ・
　騨ol　人妻暑　牲的血呈　狸墾　遷セ　曝書皇呈　ol　狸字セ　疫神ol　麗容

　璃　妻畷　懸講濁叫　病者　手嘆舜ゼ　意糠星　解繹癬董　環ol　妥蔦蔓　理

　鋒望喫ol爵．離麗容会　ユ專　妻塵　疫病礪　拳喫台立呈　疫神瞬麟　歎舞願

　薦溝喫博董　愚昧　。1　議毒。1燐、涯

繍　　ζ韓醗疑総学藩4　（浸搭学会　懲警．6〉膨23

　　　r李朝羅會芒　崇舞壌　生活垂ol　最上零　生活ol舞セ　観念ol　上下瞬

　充灘擁薦　簒立量瞬　最小瞳　表癒的立里セ・墨搭暑　淫箆葺　矯定爵エ　ol

　暑度外静韓セ態度暑聯瞬雛｝牛蜘1螺望嘆。1舜・鋼
　峠　ユ　裏面購　藪鰭雇セ　近量人量購壌黒　串量大暑　婁ス1　譫妄　巫俗鱈

　郷思懸ol　残在言｝鱗　譲曝書告　管　牟　譲t｝弓

縮　　F英雛実録垂巻一翼六　鰻十一年乙露十二屑・癸亥条：薫於診莚教駄凡麗

　巷之蕎疾癖者、難紹趣醗、果無益、医薬実有妙実。

麟　　匿宣雛実録書巻五十二十七年雫年懸薄二騰透溝啓Eき。罫都城之串、死於兵革、
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　饑餓者不知其数、冤其薫蒸、獲為震疫。近鬱悶懸之闘、露鍵死亡者尤多。令薩

　曹、於城外築壌数遙、設為霧祭、以慰冤之蒐、以数澱欝之気、以為便欝。主上鍵

　之．

鯵　　『顕宗実録壽巻戴　三年壬寅五擁：命有溝。為壌於械詫、遷銀盤箋無益鬼神。

　舞優賞麺械陸之神、召集舞霊、以主髭祭、惟講秦神、葦懇携篶、来享飲食、無

　為題災、以干慾気云々。

麟　　『英艦実録違巻一蕎十麟　縢十六年綾寅亙鍔：諭諸道、遜設癒祭。是時、癬

　疫熾蔓、八鋒死立撫続、嶺南東縫詑尤蓬、長戸十空七八云。

麟　朝鮮総督府編雷朝癬の鬼神薩（覆書鷺行会　昭秘47．6．2岱恥3蟹

鱒　輯癬総督府緩ぎ朝鱗の鬼神遵（螢書聡行会　昭称47．6、2唇〉貸．323

鱗　①秋葉騰落置朝癬i属鱈誌書六三書院　繧秘29．3．3（欝．慧一βユ56を参窯〉

　　執葉隆疑は、家集と村祭を取誓ま二げ、男女姓携の角度から朝癬鮭会は言語、

　文化の軒二重縫織達から構威されていると識じている．

　　②載鑓千養子著『輯癬渓搭文化の醗究護瑠璃書霧　昭秘60．3．25（欝欝5を参

　窯）

　　飯石千吾子氏は、朝鮮に於ける中猿の葎申行事を受容する上で「上層贈級で

　は申飼の行事そのままの受容をなしているが、織方、一般民衆は類骸の麗蕎の

　行事をもって遷解・代行している、いわば二重構造的受容まの特徴ぶあると捲

　擁している。
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